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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

教養ゼミ 2 必　　修 ②

「平和科目」から 各2 選択必修 ○

「パッケージ別科目」の1パッケージから 各2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠＡ 1 ①

コミュニケーションⅠＢ 1 ①

コミュニケーションⅡＡ 1 ①

コミュニケーションⅡＢ 1 ①

コミュニケーションⅢＡ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢＢ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢC 1 ○ ○

「ベーシック外国語Ⅰ」から2単位 各1 ○

「ベーシック外国語Ⅱ」から2単位 各1 ○

情報活用演習 2 必　　修 ②

「自然科学領域」以外から　(注4） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

「健康スポーツ科目」から 1又は2 選択必修 ○ ○

微分積分学I 2 ②

微分積分学II 2  ②

線形代数学Ⅰ 2 ②  

線形代数学Ⅱ 2 ②

物理学実験法・同実験 2  ②

化学実験法・同実験 2 ②

生物学実験法・同実験 2 ○

地学実験法・同実験 2 ○

数学概説 2 ○

情報数理概説 2 ○

物理学概説Ａ 2 ○

物理学概説Ｂ 2 ○

生物科学概説Ａ 2 ○

生物科学概説Ｂ 2 ○

地球惑星科学概説Ａ 2 ○

地球惑星科学概説Ｂ 2 ○

2 化学英語演習　（同一名称2科目） 各1 必　　修 ① ①

化学プログラム履修表
　履修に関する条件は，化学プログラム履修要領に記載されているので注意すること。

　この表に掲げる授業科目の他，他プログラム・他学部又は他大学等で開講される授業科目を履修することができ，化学プログラム担当教員会が認めるものについて
は，修得した単位を卒業要件の単位に算入することができる。

※　本プログラムに加えて所定の単位（詳細は学生便覧を参照のこと）を修得すれば，中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理科），毒物劇物取
扱責任者，学芸員となる資格の取得が可能である。
　さらに，本プログラムを卒業すれば，危険物取扱者（甲種）資格の受験が可能となる。

（教養教育）

区
分

科　目　区　分
要修得
単位数

授　業　科　目　等
単
位
数

標準履修セメスター　
（下段の数字はセメスターを示す）　（注1）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必　　修

コミュニケーションⅢ 2
選択必修

上記3科目から2科目2単位

（注3）

10

(0) 自由選択

2コミュニケーションⅡ

必　　修

2
選択必修

上記2科目から1科目2単位

2

基　盤　科　目 20

12

初修外国語

（ドイツ語，フランス語，スペイン
語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから１言語
選択）

4
選択必修

Ⅰ及びⅡは同一言語を選択すること

英

　
語
　

注
2

4
選択必修

上記8科目から「物理学概説Ａ」又は「物理学概説Ｂ」を含む2科目4単位

（注3） 　修得した「コミュニケーション基礎Ⅰ」及び「コミュニケーション基礎Ⅱ」の単位については，『科目区分を問わない』に算入することができる。

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

教
養
コ
ア

科
目

教　養　ゼ　ミ 2

平　和　科　目 2

パッケージ別科目 6

共
 

通
 

科
 

目

外
　
国
　
語
　
科
　
目

情　報　科　目 2

領　域　科　目 2

健康スポーツ科目

コミュニケーションⅠ 2 必　　修

（注4） 　『自然科学領域』以外の科目に限り，卒業要件単位として算入することができる。教育職員免許状の取得を希望する場合は，『社会科学領域』の「日本国憲法」が必修である
ことに留意すること。

教養教育科目小計 46

（注1） 　記載しているセメスターは標準履修セメスターを表している。当該セメスター以降の同じ開設期（前期又は後期）に履修することも可能であるが，授業科目により開設期が異な
る場合やターム科目として開講する場合があるので，履修年度のシラバス等により確認すること。

（注2） 　短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習A・B」の履修により修得した単位を『コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ』の要修得単位
として算入することができる。
　外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧に記載の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱い
について」を参照すること。



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
1 2 3 4 5 6 7 8

基礎化学Ａ 2 ②

基礎化学Ｂ 2 ②

基礎物理化学Ａ 2 ②

基礎物理化学Ｂ 2 ②

基礎無機化学 2 ②

基礎有機化学 2 ②

物理化学ⅠＡ 2 ②

物理化学ⅠＢ 2 ②

物理化学ⅡＡ 2 ②

物理化学ⅡＢ 2 ②

無機化学Ⅰ 2 ②

無機化学Ⅱ 2 ②

無機化学Ⅲ 2 ②

有機化学Ⅰ 2 ②

有機化学Ⅱ 2 ②

有機化学Ⅲ 2 ②

無機化学演習 1 ①

物理化学演習 1 ①

有機化学演習 1 ①

先端数学 2 ○

先端物理学 2 ○

先端化学 2 ○

先端生物学 2 ○

先端地球惑星科学 2 ○

生物構造化学 2 ○

生体物質化学 2 ○

有機分析化学 2 ○

有機典型元素化学 2 ○

反応動力学 2 ○

分子構造化学 2 ○

量子化学 2 ○

無機固体化学 2 ○

機器分析化学 2 ○

構造有機化学 2 ○

反応有機化学 2 ○

光機能化学 2 ○

システムバイオロジー 2 ○

生体高分子化学 2 ○

分子光化学 2 ○

有機金属化学 2 ○

放射化学 2 ○

生物化学 2 ○

バイオインフォマティクス 2 ○

計算化学・同実習 2 ○

化学演習 1 ○

化学インターンシップ 1 ○

「化学特別講義」　（注6） ○ ○ ○ ○

化学実験Ⅰ 5 ⑤

化学実験Ⅱ 5 ⑤

卒業研究 各4 ④ ④

0
～

8

理学部他プログラムで開講される「専門基礎科
目」及び「専門科目」の授業科目　（注7）

自由選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注8） 制限付選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（専門教育）
標準履修セメスター　（下段の数字はセメスターを示す）　（注1）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専門基礎科目 35 必　　修

専門科目

区
分

科　目　区　分
要修得
単位数

授　業　科　目　等
単
位
数

履修区分

43

2
選択必修

上記5科目の「先端理学科目」から1科目2単位

15以
上

選択必修

上記23科目から8科目15単位以上

18 必　　修

（注8） 　卒業要件単位数は128であるので，各科目区分の要修得単位数(教養教育科目46単位，専門教育科目78単位　合計124単位)に加えて，教養教育科目及び専門教育科目
の科目区分を問わず，さらに4単位以上修得することが必要である。
　ただし，以下の科目の単位は含まない。「教職に関する科目」及び「教科に関する科目」の詳細は，学生便覧に記載の「教育職員免許状の取得について」の修得必要単位
一覧表を参照すること。
・　6単位を超過して修得した「パッケージ別科目」
・　全ての「教職に関する科目」
・　「教科に関する科目」のうち，「物理学実験A」，「生物学実験A」，「地学実験A」及び「化学実験A」
・　他学部他プログラム等が開講する『専門基礎科目』及び『専門科目』（化学プログラム担当教員会が認めるものを除く）

（注5） 　「専門科目」の要修得単位数43を充たすためには，必修科目計18単位及び選択必修科目計2単位に加えて，選択必修科目及び自由選択科目から23単位以上を修得する
必要がある。このうち15単位以上は，履修表に掲げる化学プログラム専門科目の選択必修科目から修得することが必要である。

（注6） 　「化学特別講義」は，一定期間（5セメスター以降）に集中形式で開講される。履修については化学プログラム履修要領を参照すること。

（注7） 　その他化学プログラム担当教員会が認めた授業科目も含まれる。詳細についてはチューターと相談のこと。

専門教育科目　小計 78

科目区分を問わない 4

合計 128

（注



化学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
物理化学，無機化学，有機化学の基礎的
知識を徹底して理解し習得する

化学の基礎的知識を完全に理解し，さらに高度な
内容を理解する基盤とすることができる。

化学の基礎的知識を完全に理解することができる。 化学の基礎的知識を理解することができる。

(2)
化学諸専門分野や学際領域における高
度な専門的知識を理解し習得する

化学の専門知識を完全に理解し，最先端の研究を
実施する上での基盤とすることができる。

化学の専門知識を完全に理解することができる。 化学の専門知識を理解することができる。

(3)
基礎学問の論理的骨格や体系及び学問
形成に必要な知識・技術を理解し習得
する

自然科学における基礎学問を完全に理解し，最先
端の内容を理解する上での基盤とすることができ
る。

自然科学における基礎学問を完全に理解すること
ができる。

自然科学における基礎学問を理解することができ
る。

(4)
人類や社会が抱える課題について多角
的な視点から考え，自分の意見を述べ
る能力を身につける

人類，社会が抱える課題を多角的な視点から理解
し，その課題を解決する具体的な方法について考
え，意見を述べることができる。

人類，社会が抱える課題を多角的な視点から理解
することができる。

人類，社会が抱える課題を理解することができる。

(5)
各学問領域について，その形成過程・
発展過程を説明する能力を身につける

各学問の形成，発展過程を完全に理解し，その必
然性と現代の学問との関係を説明することができ
る。

各学問の形成，発展過程を完全に理解することが
できる。

各学問の形成，発展過程を理解することができる。

(6)
特定の学際的・総合的なトピックスについ
て，複数の視点から説明する能力を身につ
ける

化学と他分野の学際的，総合的なトピックスについ
て完全に理解することができ，その内容を説明する
ことができる。

化学と他分野の学際的，総合的なトピックスについ
て完全に理解することができる。

化学と他分野の学際的，総合的なトピックスについ
て理解することができる。

(1)
身につけた基礎的知識を化学的諸問題に
応用できる能力を修得する

身につけた化学の基礎的知識を，化学的諸問題に
応用し，これを解決することができる。

身につけた化学の基礎的知識を化学的諸問題に
応用することができる。

身につけた化学の基礎的知識と化学的諸問題の関
係を理解することができる。

(2)
情報に関する基礎的知識・技術・態度を学
び，情報の処理や受発信を適切に行う能力
を修得する

化学において接する情報について完全に理解し，
その処理や受発信を適切に行うことができる。

化学において接する情報について理解し，その処
理や受発信を行うことができる。

化学における諸情報を利用することができる。

(3)
体力・健康づくりの必要性を科学的に説明
する能力を修得する

人間の体力，健康と科学の間の関係を適切に理解
し，それを適切に説明することができる。

人間の体力，健康と科学の間の関係を適切に理解
することができる。

人間の体力，健康と科学の間の関係を理解すること
ができる。

(4)
身につけた基礎的知識を元に実験などの
実践を遂行できる能力を修得する

身につけた自然科学の基礎的知識に基づいて，適
切な実験手順を計画し，実験を適宜実行し，その結
果について深く理解することができる。

身につけた自然科学の基礎的知識に基づいて，実
験を適宜実行し，その結果について理解することが
できる。
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教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1 100 1

教養教育科目 平和科目 2 選択必修 1 100 1

教養教育科目 パッケージ別科目 6 選択必修 1-2 100 1

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅰ 1 自由選択 1 100 1

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅱ 1 自由選択 2 100 1

教養教育科目 コミュニケーションⅠ 2 必修 1 100 1

教養教育科目 コミュニケーションⅡ 2 必修 2 100 1

教養教育科目 コミュニケーションⅢ 2 選択必修 3-4 100 1

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 2 選択必修 1 100 1

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 2 選択必修 2 100 1

教養教育科目 情報活用演習 2 必修 1 100 1

教養教育科目 領域科目 2 選択必修 1-4 100 1

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1-2 100 1

教養教育科目 微分積分学I 2 必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 微分積分学II 2 必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 物理学実験法・同実験 2 必修 2 100 1

教養教育科目 化学実験法・同実験 2 必修 4 100 1

教養教育科目 生物学実験法・同実験 2 選択必修 1 100 1

教養教育科目 地学実験法・同実験 2 選択必修 3 100 1

教養教育科目 数学概説 2 選択必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 情報数理概説 2 選択必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 物理学概説Ａ 2 選択必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 物理学概説Ｂ 2 選択必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 生物科学概説Ａ 2 選択必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 生物科学概説Ｂ 2 選択必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 地球惑星科学概説Ａ 2 選択必修 1 50 1 50 1

教養教育科目 地球惑星科学概説Ｂ 2 選択必修 2 50 1 50 1

教養教育科目 化学英語演習 各1 必修 5-6 50 1 50 1

専門教育科目 基礎化学Ａ 2 必修 1 50 1 50 1

専門教育科目 基礎化学Ｂ 2 必修 1 50 1 50 1

専門教育科目 基礎物理化学Ａ 2 必修 2 50 1 50 1

専門教育科目 基礎物理化学Ｂ 2 必修 2 50 1 50 1

専門教育科目 基礎無機化学 2 必修 2 50 1 50 1

専門教育科目 基礎有機化学 2 必修 2 50 1 50 1

総合的な力
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (4) (2)(3)

別紙

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期
(4) (5)(3)(1) (2) (1)

評　価　項　目
知識・理解 能力・技能
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総合的な力
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (4) (2)(3)

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期
(4) (5)(3)(1) (2) (1)

評　価　項　目
知識・理解 能力・技能

専門教育科目 物理化学ⅠＡ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 物理化学ⅠＢ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 物理化学ⅡＡ 2 必修 4 50 1 50 1

専門教育科目 物理化学ⅡＢ 2 必修 4 50 1 50 1

専門教育科目 無機化学Ⅰ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 無機化学Ⅱ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 無機化学Ⅲ 2 必修 4 50 1 50 1

専門教育科目 有機化学Ⅰ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 有機化学Ⅱ 2 必修 3 50 1 50 1

専門教育科目 有機化学Ⅲ 2 必修 4 50 1 50 1

専門教育科目 無機化学演習 1 必修 4 100 1

専門教育科目 物理化学演習 1 必修 5 100 1

専門教育科目 有機化学演習 1 必修 6 100 1

専門教育科目 先端化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 生物構造化学 2 選択必修 4 100 1

専門教育科目 生体物質化学 2 選択必修 4 100 1

専門教育科目 有機分析化学 2 選択必修 4 100 1

専門教育科目 有機典型元素化学 2 選択必修 4 100 1

専門教育科目 反応動力学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 分子構造化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 量子化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 無機固体化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 機器分析化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 構造有機化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 反応有機化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 光機能化学 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 システムバイオロジー 2 選択必修 5 100 1

専門教育科目 生体高分子化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 分子光化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 有機金属化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 放射化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 生物化学 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 バイオインフォマティクス 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 計算化学・同実習 2 選択必修 6 100 1

専門教育科目 化学演習 1 選択必修 7 100 1

専門教育科目 化学インターンシップ 1 選択必修 5 100 1

専門教育科目 化学実験Ⅰ 5 必修 5 100 1

専門教育科目 化学実験Ⅱ 5 必修 6 100 1

専門教育科目 卒業研究 各4 必修 7-8 25 1 25 1 25 1 25 1
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別紙４
化学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

微分学（◎） 積分学（◎） 物理化学ＩＡ（◎） 物理化学ＩＩＡ（◎） 化学英語演習（◎） 化学英語演習（◎）

線形代数学Ｉ（◎） 線形代数学ＩＩ（◎） 物理化学ＩＢ（◎） 物理化学ＩＩＢ（◎）

数学概説（○） 情報数理概説（○） 無機化学Ｉ（◎） 無機化学ＩＩＩ（◎）

物理学概説Ａ（○） 物理学概説Ｂ（○） 無機化学ＩＩ（◎） 有機化学ＩＩＩ（◎）

生物科学概説Ａ（○） 生物科学概説Ｂ（○） 有機化学Ｉ（◎）

地球惑星科学概説Ａ（○） 地球惑星科学概説Ｂ（○） 有機化学ＩＩ（◎）

基礎化学Ａ（◎） 基礎物理化学Ａ（◎）

基礎化学Ｂ（◎） 基礎物理化学Ｂ（◎）

基礎無機化学（◎）

基礎有機化学（◎）

生物構造化学（○） 反応動力学（○） 先端化学（○）

生体物質化学（○） 分子構造化学（○） 生体高分子化学（○）

有機分析化学（○） 量子化学（○） 分子光化学（○）

有機典型元素化学（○） 無機固体化学（○） 有機金属化学（○）

機器分析化学（○） 放射化学（○）

構造有機化学（○） 生物化学（○）

反応有機化学（○） バイオインフォマティクス（○）

光機能化学（○）

システムバイオロジー（○）

平和科目（○） パッケージ別科目（○）

パッケージ別科目（○）

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）

無機化学演習（◎） 物理化学演習（◎） 有機化学演習（◎） 化学演習（○）

計算化学・同実習（○）

情報活用演習（◎）

健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）

生物学実験法・同実験（○） 物理学実験法・同実験（◎） 地学実験法・同実験（○） 化学実験法・同実験（◎） 化学実験Ⅰ（◎） 化学実験Ⅱ（◎）

化学インターンシップ（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

教養ゼミ（◎） 卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

コミュニケーションIA（◎） コミュニケーションIIA（◎） コミュニケーションIIIA（○） コミュニケーションIIIA（○）

コミュニケーションIB（◎） コミュニケーションIIB（◎） コミュニケーションIIIB（○） コミュニケーションIIIB（○）

コミュニケーション基礎I（△） コミュニケーション基礎II（△） コミュニケーションIIIC（○） コミュニケーションIIIC（○）

ベーシック外国語I（○） ベーシック外国語II（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
な
力

(1)研究の計画立案能力の修得

(5)外国語を活用して，口頭や文書でコミュニケー
ションを図ることができる。

(4)個人資質

(2)研究の実行・解析能力の修得

(3)論拠を明らかにした議論や効果的なプレゼ
ンテーションを行なう事ができる。

(1)身につけた基礎的知識を化学的諸問題に
応用できる能力の修得

(2)情報に関する基礎的知識・技術・態度を学び，
情報の処理や受発信を適切に行うことができる。

(3)体力・健康づくりの必要性を科学的に説明
できる。

知
識
・
理
解

・(1)物理化学，無機化学，有機化学の基礎的
知識の徹底した理解と習得

・(3)基礎学問の論理的骨格や体系及び学問
形成に必要な知識・技術の理解と習得

(2)化学諸専門分野や学際領域における高度
な専門的知識の理解と習得

能
力
・
技
能

(4)身につけた基礎的知識を元に実験などの
実践を遂行できる能力の修得

３年 ４年

(4)人類や社会が抱える課題について多角的な視
点から考え，自分の意見を述べることができる。

(5)各学問領域について，その形成過程・発展過程
を説明できる。

１年 ２年学習の成果
評価項目
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化 学 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

相田 美砂子 教授 7412 
理 学 部

C503 
maida@hiroshima-u.ac.jp 

安倍 学 教授 7432 
理 学 部

C309 
mabe@hiroshima-u.ac.jp 

石坂 昌司 教授 7425 
理 学 部

C403 
ishizaka@hiroshima-u.ac.jp 

泉 俊輔 教授 7435 
理 学 部

C305 
sizumi@sci.hiroshima-u.ac.jp 

楯 真一 教授 7387 
理 学 部

A213 
tate@hiroshima-u.ac.jp 

中田 聡 教授 7409 
理 学 部

C506 
nakatas@hiroshima-u.ac.jp 

灰野 岳晴 教授 7427 
理 学 部

C304 
haino@sci.hiroshima-u.ac.jp 

水田 勉 教授 7420 
理 学 部

C406 
mizuta@sci.hiroshima-u.ac.jp 

山﨑 勝義 教授 7405 
理 学 部

B511 
kyam@hiroshima-u.ac.jp 

山本 陽介 教授 7430 
理 学 部

B308 
yyama@sci.hiroshima-u.ac.jp 

井口 佳哉 准教授 7101 
理 学 部

C510 
y-inokuchi@hiroshima-u.ac.jp 

岡田 和正 准教授 7102 
理 学 部

C515 
okadak@sci.hiroshima-u.ac.jp 

片柳 克夫 准教授 7388 
理 学 部

A216 
kkata@sci.hiroshima-u.ac.jp 

久米 晶子 准教授 7422 
理 学 部

C404 
skume@hiroshima-u.ac.jp 

高口 博志 准教授 7406 
理 学 部

B510 
kohguchi@hiroshima-u.ac.jp 
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関谷 亮 准教授 7403 
理 学 部

C313 
csekiya@sci.hiroshima-u.ac.jp 

西原 禎文 准教授 7418 
理 学 部

C410 
snishi@hiroshima-u.ac.jp 

藤原 好恒 准教授 7410 
理 学 部

C520 
fuji0710@sci.hiroshima-u.ac.jp 

芦田 嘉之 助教 2807 
理 学 部

C307 
ashida@hiroshima-u.ac.jp 

池田 俊明 助教 7436 
理 学 部

C301 
tikeda7@hiroshima-u.ac.jp 

大前 英司 助教 7389 
理 学 部

A214 
ohmae@hiroshima-u.ac.jp 

岡本 泰明 助教 7426 
理 学 部

C401 
yokamoto@sci.hiroshima-u.ac.jp 

久保 和幸 助教 7423 
理 学 部

C419 
kkubo@sci.hiroshima-u.ac.jp 

高木 隆吉 助教 7434 
理 学 部

C318 
rtakagi@hiroshima-u.ac.jp 

仲 一成 助教 82-7010 
理 学 部

C310 
 

福原 幸一 助教 7107 
理 学 部

C522 
kfuku@sci.hiroshima-u.ac.jp 

波多野 さや佳 助教 7417 
理 学 部

C310 
sa-hatano@hiroshima-u.ac.jp 

Maryunina 

Kseniya 
助教 7419 

理 学 部

C421 
maryunina-kseniya@hiroshima- u.ac.jp 

藤原 昌夫 助教 7411 
理 学 部

C519 
fujiwara@sci.hiroshima-u.ac.jp 

七種 和美 助教 7492 
理 学 部

C316 
saikusa@hiroshima-u.ac.jp 

中島 覚 教授 6291 

自然科学研

究支援開発

セ ン タ ー

L101 

snaka@hiroshima-u.ac.jp 
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齋藤 健一 教授 7487 

自然科学研

究支援開発

セ ン タ ー

J201 

saitow@hiroshima-u.ac.jp 

加治屋大介 助教 2484 

自然科学研

究支援開発

セ ン タ ー

J202 

dkajiya@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 
 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 
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